単語を覚えよう
11.	動作2：動詞＋前置詞／動詞＋副詞

、物や人、国などの名前を表です。
動詞には、さまざまな使い方があります。



動詞の使い方を、大きく4つに分けて考えてみます。

動詞だけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後ろに何もつけずに意味が通る文を作れる動詞があります。
I cried.（私は泣いた）
She smiled.（彼女は微笑んだ）
動詞＋名詞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後ろに名詞を置いて使う動詞があります。
I brush my teeth every day.（私は毎日歯を磨く）
She did her homework.（彼女は宿題をした）
動詞＋前置詞＋名詞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後ろに前置詞と名詞を置いて使う動詞があります。
I go to school every day.（私は毎日学校へ行く）
He is waiting for his girlfriend.（彼はガールフレンドを待っている）
動詞＋副詞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後ろに副詞を置いて使う動詞があります。
She woke up.（彼女は目を覚ました）
He stood up when the teacher came in.（彼は先生が入ってきたときに立ち上がった）

どのパターンになるかは、動詞によって決まります。正しい書き方が分からない場合は、動詞を辞書で引きましょう。


(1) 2つの表現のうち、正しいものを選んで〇で囲みましょう。わからないものは動詞を辞書で引き、使い方を調べてみましょう。
(1)	彼は病院に行かなければならない。
	He has to (go / go to) the hospital.
(2)	彼女は英語の授業に出席できなかった。
	She could not (attend / attend to) the English class.
(3)	どうか座ってください。
	(Sit / Sit down), please.
(4)	私たちは明日、その問題について議論をするつもりだ。
	We will (discuss / discuss about) the problem tomorrow.
(5)	その建物は簡単に見つかりますよ。
	You can (find / find for) the building easily.



(2) それぞれの文の空所に入るものを選びましょう。
(1)	私たちはその困難を乗り越えた。
	We got 　　　　　 the trouble.
	over / up / to / 何も入らない
(2)	その子どもは自分で靴を履くことができる。
	The girl can put 　　　　　 her shoes by herself.
	up / in / on / 何も入らない
(3)	そのショッピングモールで昨日火事が起きた。
	A fire broke 　　　　　 at the shopping mall last night.
	up / on / out / 何も入らない
(4)	彼らは雨のために試合を中止した。
	They called 　　　　　 the game because of the rain.
	off / for / out / 何も入らない
(5)	彼はゆっくりとその部屋に入った。
	He entered 　　　　　 the room slowly.
	to / into / from / 何も入らない
(6)	私はテーブルの上のカップに手を伸ばした。
	I reached 　　　　　 the cup on the table.
	to / for / over / 何も入らない

動詞は、動詞1単語だけで意味を覚えようとしても使えるようになりません。
後ろに続くものとセットで覚えるようにしましょう。


